
　

山
形
県
立
園
芸
試
験
場
の
バ
イ
オ
育
種
部
で
は
、

平
成
十
一
年
度
に
特
産
野
菜
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
野

菜
「
山
園
Ｂ
一
号
」
を
開
発
し
、
平
成
十
二
年
三
月

に
品
種
登
録
の
出
願
を
図
っ
て
い
る
。「
山
園
Ｂ
一

B
rassica

号
」
は
、
ア
ブ
ラ
ナ
属
（ 
       
）
の
頭
文
字
を

採
っ
た
開
発
番
号
名
で
あ
る
。
品
種
名
は
出
願
公
表

を
経
て
公
表
さ
れ
る
。

　
「
山
園
Ｂ
一
号
」
は
、
周
年
栽
培
に
適
す
る
特
性
を

有
し
て
い
て
、
漬
け
物
、
炒
め
物
、
お
浸
し
、
生
食

等
、
多
用
途
な
食
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
野
菜
開
発
の
経
緯
と
特
性

の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
。

研
究
開
発
の
背
景

　
「
山
形
青
菜
」
は
、
ア
ブ
ラ
ナ
属
の
多
肉
性
タ
カ
ナ

に
属
す
る
特
産
漬
け
菜
で
あ
る
。「
山
形
青
菜
」
は
主

に
、
山
形
の
冬
の
特
産
品
「
青
菜
漬
」
用
漬
け
菜
と

し
て
初
冬
期
に
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　
「
山
形
青
菜
」
が
秋
ま
き
栽
培
さ
れ
る
理
由
は
、
生

態
的
特
性
が
相
対
的
長
日
植
物
、
日
長
要
求
型
植
物

に
分
類
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。即
ち
、「
山
形
青
菜
」を

春
ま
き
栽
培
等
の
長
日
下
で
作
付
け
す
る
と
、
早
期

に
抽
だ
い
、
開
花
が
起
こ
り
、
十
分
な
栄
養
生
長
が

遂
げ
ら
れ
ず
、
収
穫
量
が
極
め
て
少
な
い
。

　

一
方
、「
青
菜
漬
」
は
独
特
の
香
味
と
辛
み
成
分
イ

ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
が
特
徴
的
で
あ
り
、
こ
の
辛
み

が
食
欲
を
増
進
し
、
日
本
食
、
酒
の
肴
に
良
く
、
根

強
い
消
費
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
近
年
、
加
工
業
界
か
ら

は
、
消
費
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
漬

け
菜
の
周
年
供
給
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
前

述
の
よ
う
に
、「
山
形
青
菜
」
は
春
ま
き
初
夏
採
り
の

作
型
に
ネ
ッ
ク
が
あ
り
、
周
年
供
給
に
適
す
る
も
の

が
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、「
山
形
青
菜
」
を
育

種
素
材
と
し
て
、
本
種
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

周
年
供
給
、
周
年
農
業
に
適
応
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

新
野
菜
の
開
発
を
目
指
し
た
。

体
細
胞
雑
種
の
作
出
技
術
の
開
発

　
「
山
形
青
菜
」の
基
本
特
性
で
あ
る
日
長
要
求
性
を

改
変
す
る
た
め
に
は
、
異
な
っ
た
抽
だ
い
特
性
を
有

す
る
品
種
と
の
交
雑
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
タ

カ
ナ
類
に
は
、
こ
の
条
件
を
有
す
る
育
種
素
材
は
皆

無
で
あ
る
。
ま
た
、
異
な
っ
た
抽
だ
い
特
性
を
有
す

る
近
縁
種
、
低
温
要
求
性
で
あ
る
白
菜
と
の
交
配
を

試
み
た
が
、
種
間
雑
種
を
得
る
こ
と
が
困
難
と
判
断

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
平
成
五
年
か
ら
、「
山
形
青

菜
」
と
白
菜
と
の
細
胞
融
合
に
よ
る
種
間
雑
種
の
開

発
に
着
手
し
た
。

　

細
胞
融
合
に
よ
る
種
間
雑
種
、
新
品
種
の
開
発
に

は
、
以
下
の
技
術
開
発
が
必
要
と
な
る
。

①
育
種
目
標
に
基
づ
く
育
種
素
材（
融
合
親
）の
選
定

②
素
材
か
ら
の
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
（
裸
の
細
胞
）
単

離
、
培
養
技
術

③
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
の
細
胞
融
合
処
理
技
術

④
体
細
胞
雑
種
の
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
選
抜
技
術

⑤
体
細
胞
雑
種
の
個
体
レ
ベ
ル
で
の
選
抜
技
術

⑥
体
細
胞
雑
種
か
ら
有
用
系
統
の
選
抜
、
育
成

⑦
有
用
系
統
の
諸
特
性
検
定
と
栽
培
特
性
検
定

　

細
胞
融
合
に
よ
る
種
間
雑
種
育
成
に
お
け
る
成
否

は
、
第
一
に
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
培
養
の
効
率
化
、
第

二
に
細
胞
レ
ベ
ル
お
よ
び
個
体
レ
ベ
ル
で
の
雑
種
選

抜
の
効
率
化
、
更
に
雑
種
後
代
に
お
け
る
有
用
系
統

の
選
抜
と
形
質
固
定
化
の
効
率
化
に
よ
っ
て
決
ま

る
。

　

第
一
の
課
題
は
、
融
合
素
材
の
体
細
胞
か
ら
再
分

化
個
体
を
再
生
さ
せ
る
組
織
培
養
技
術
の
開
発
で
あ

り
、
細
胞
融
合
の
基
盤
と
な
る
技
術
で
あ
る
。
ア
ブ

ラ
ナ
属
の
培
養
ス
テ
ッ
プ
の
一
部
に
大
幅
な
修
正
を

加
え
、
一
個
の
裸
の
細
胞
（
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
）
か

ら
個
体
を
再
生
さ
せ
る
技
術
を
開
発
し
て
い
る
。

　

第
二
の
雑
種
選
抜
の
効
率
化
も
重
要
で
あ
る
。
細

胞
レ
ベ
ル
で
は
、
片
方
の
プ
ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
に
一
定

の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
後
に
電
気
融
合
処
理
を
行

い
、二
種
の
細
胞
が
適
正
に
融
合
し
た
場
合
に
の
み
、

個
体
が
再
生
し
て
く
る
技
術
を
開
発
し
て
い
る
。
個

体
レ
ベ
ル
で
は
、
形
態
の
違
い
や
染
色
体
数
の
観
察

●　

研
究
室
か
ら
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に
加
え
、
遺
伝
子
増
幅
法
（
親
子
判
定
に
似
て
い
る
）

を
組
み
合
わ
せ
て
選
抜
し
て
い
る
。

　

最
後
が
品
種
育
成
に
直
結
し
た
有
用
系
統
の
選

抜
、
育
成
で
あ
る
。
初
期
世
代
で
は
形
質
の
バ
ラ
ツ

キ
が
認
め
ら
れ
た
が
、
自
殖
に
よ
る
世
代
更
新
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
、
形
質
の
固
定
化
が
予
想
以
上
に
進

み
、
六
世
代
を
経
た
平
成
十
一
年
度
に
は
育
成
を
終

了
し
て
い
る
。

新
野
菜
の
特
性
と
想
定
作
型

　
「
山
園
Ｂ
一
号
」の
特
性
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

①
「
山
形
青
菜
」
と
「
白
菜
中
間
母
本
農
一
号
」
の

種
間
雑
種
で
あ
り
、
染
色
体
数
は
両
種
（
三
十
六

本
、
二
十
本
）
を
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

②
形
態
は
「
山
形
青
菜
」
に
近
い
中
間
型
で
、
葉
色

が
淡
緑
、
中
肋
の
厚
さ
が
厚
く
、
葉
柄
・
中
肋
の

ね
じ
れ
が
わ
ず
か
で
あ
る
。

③
春
ま
き
栽
培
に
お
い
て
、「
山
形
青
菜
」に
比
較
し
、

抽
だ
い
時
期
が
二
十
日
ほ
ど
遅
く
な
る
（
晩
抽

性
）。
栄
養
生
長
期
間
の
拡
大
効
果
に
よ
り
、秋
ま

き
青
菜
と
同
等
の
収
穫
量
が
得
ら
れ
る
。

④
露
地
秋
ど
り
栽
培
に
お
い
て
は
、
草
姿
は
「
山
形

青
菜
」
よ
り
や
や
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
、
春
ま
き

栽
培
同
様
に
晩
抽
性
を
示
す
。

⑤
食
味
は
、
漬
け
物
に
し
た
時
の
適
度
な
辛
味
（
辛

味
成
分
は
「
山
形
青
菜
」
の
約
七
〇
％
）、
繊
維
質

の
少
な
さ
と
歯
触
り
の
良
さ
、
加
熱
し
た
時
の
甘

味
、
さ
ら
に
彩
り
の
良
さ
が
特
徴
的
で
あ
り
、
多

用
途
な
新
食
材
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
春
ま
き
、
秋
ま
き
栽
培
が
実
証
済

み
で
あ
り
、
養
液
栽
培
へ
の
適
応
性
も
認
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
冬
期
無
加
温
ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
も

可
能
で
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
作

型
を
拡
大
し
た
場
合
の
栽

培
特
性
を
調
査
し
、
周
年

供
給
体
制
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。

  
新
品
種
の

作
出
に
向
け
て 

　

当
場
の
品
種
開
発
研
究

に
お
い
て
は
、
従
前
の
交

配
育
種
法
、
人
為
突
然
変

異
育
種
に
加
え
、
細
胞
融

合
技
術
や
先
進
的
な
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

近
年
育
成
し
た
新
品
種
と
し
て
、
お
う
と
う
「
紅

て
ま
り
」、
西
洋
な
し
「
バ
ラ
ー
ド
」、
食
用
ぎ
く

「
越
天
楽
」
が
あ
り
、
栽
培
技
術
の
確
立
を
図
り
な
が

ら
銘
柄
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。
お
う
と
う
、
西
洋

な
し
の
新
品
種
は
交
配
育
種
法
に
よ
り
育
成
し
て
い

る
。
食
用
ぎ
く
「
越
天
楽
」
は
、
培
養
変
異
誘
発
を

利
用
し
、
短
期
間
に
育
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

地
域
特
産
作
物
に
お
い
て
、
ウ
イ
ル
ス
抵
抗
性
、

糸
状
菌
病
害
抵
抗
性
、
耐
冷
性
等
、
ス
ト
レ
ス
耐
性

を
付
与
す
る
場
合
、
交
配
育
種
法
で
は
好
適
な
育
種

素
材
が
見
当
た
ら
な
い
現
状
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
当

場
で
は
、
国
立
研
究
所
お
よ
び
大
学
で
確
立
し
た
先

進
技
術
の
移
転
を
図
り
な
が
ら
、
当
該
機
関
と
の
共

同
研
究
体
制
を
構
築
し
、
画
期
的
な
形
質
転
換
体
の

作
出
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
で
は
、
ウ
イ
ル
ス

抵
抗
性
、
糸
状
菌
病
害
抵
抗
性
お
よ
び
花
持
ち
性
遺

伝
子
の
導
入
に
成
功
し
て
い
る
。
西
洋
な
し
で
は
、

遺
伝
子
の
導
入
技
術
を
国
内
で
最
初
に
開
発
し
、
大

豆
、
イ
ネ
の
糸
状
菌
病
害
抵
抗
性
遺
伝
子
の
導
入
に

も
成
功
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
形
質
転
換
体
の

有
用
形
質
を
評
価
し
な
が
ら
、
実
用
化
に
向
け
た
研

究
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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オ
リ
ジ
ナ
ル
新
野
菜
の
細
胞
融
合
に
よ
る
開
発

■山形県立園芸試験場

　昭和40年創立。従来の交配育

種に加え、バイオテクノロジー

等先進技術を応用した果樹、野

菜、花きの品種開発、また園芸

作物の省力・低コスト化の技術

開発を中心に、産地間競争激化

に打ち勝つための生産性・品質

向上技術、環境に優しい持続的

発展型農業技術の開発、更に業

際分野研究による新展開場面の

創出を重点課題としている。現

在、研究職32名が、場内外との

連携を図り、諸技術開発に取り

組んでいる。

　図・山園B1号

左「山形青菜」・右「山園B1号」　左「山形青菜」・右「山園B1号」
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